
隠岐世界ジオパーク 現地視察に参加し て

森脇 昭子

１ ． はじ めに

晩秋の 11月 14～15 日に 、隠岐世界ジオ パー ク の現地視察に参加し た 。
ジオ パー ク と は、「 geo： 地球、 大地」 と 「 par k： 公園」 を 合わせた造語
で 、 日本語では『 大地の公園』 と 訳さ れる 。 地球科学的にみて重要な地

質遺産を 有する だ けではなく 、 生態系や歴史・ 文化など 人の営みと 大地

や地球と の関係を 学び体験する こ と ので き る 総合的な公園と 位置付けら

れて いる 。

文字ど お り 今回の視察でも そ れら の結びつ き が強く 感じ ら れ、 様々な

角度から のア プ ロ ーチ が可能であ り 、 見ど こ ろ は多岐に渡っ た 。 こ の う

ち 、印象に残っ た キーワ ー ド に つ いて い く つ か取り 上げて みた い と 思う 。

２ ． 隠岐の植生は日本列島の凝縮版

隠岐の植生は、 日本の森林の水平分布・ 垂直分布が混在し て お り 、 本

土では高地で し か見ら れないよ う な種が海岸端で見ら れた り 、 北方系の

種と 南方系の種が同所で生育し て い た り する 。 いわば日本列島の凝縮版

と の こ と であ り 、 往々に し て本土での常識が通用し ない 。 ま た 、 離島な

ら ではの固有種はも と よ り 、 か つ て は大陸と 陸続き であ っ た こ と か ら 、

中国や朝鮮半島に分布する 種と 共通する 大陸系の種や、 氷河期の生き 残

り の植物も生育し て いる 。

表 隠岐- 1 の植物

南方系 ナゴ ラ ン 、 バリ バリ ノ キ 、 シ ャ シ ャ ン ボ 、 キエ ビ ネ など

北方系 イ タ ヤ カ エ デ 、 ハマ ベン ケ イ ソ ウ 、 エ ゾ ノ ヨ ロ イ グ サ 、

ア オ ダ モ 、 ハマ ナ ス 、 ユキグ ニ ミ ツ バツ ツ ジ など

高山・ 亜高山性 ミ ズナ ラ 、 カ シワ 、 ク ロ ベ 、 ネズ 、 イ タ ヤ カ エ デ 、

ハリ ギ リ 、 オ オ イ ワ カ ガ ミ など

大陸系 ケ グ ワ 、 チ ョ ウ ジガ マ ズ ミ 、 モ ク ゲ ン ジ、 カ ジ ノ キ 、

オ ニ ヒ ョ ウ タ ン ボク 、 ミ ツ バイ ワ ガ サ 、 ダ ル マ ギク など

氷河期系 シロ ウ マ ア サ ツ キ 、 ク ロ ベ など

固有種 オ キノ ア ザミ 、 オ キ タ ン ポポ 、 オ キ ノ ア ブ ラ ギク 、

オ キシ ャ ク ナ ゲ 、 タ ク ヒ デ ン ダ

※網掛は今回の現地視察で観察さ れた種。

実際に今回の視察では、 奥津戸海岸の水際から すぐ の場所で亜高山性

のオ オ イ ワ カ ガ ミ やイ タ ヤ カ エ デ 、 ミ ズ ナ ラ など が確認でき 、 久見海岸

では氷河期の生き 残り のシ ロ ウ マ ア サ ツ キや大陸系のダ ルマ ギク が多数

見ら れる など 、 一見何気ない場所で容易に こ れら の植生を 観察でき た 。
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奥津戸海岸 オオイワカガミ （ 亜高山性） イタ ヤカ エデ（ 亜高山性）

シロウマアサツキ（ 氷河期系） ダルマギク （ 大陸系） オキノ アブラ ギク （ 固有種）

図 隠岐- 1 の植物

こ れら の不思議な植生が誕生し た原因に つ いて は、 島の成り 立ち や対

馬海流の影響、 ア ル カ リ 流紋岩の痩せ地の影響など が大き い と 考え ら れ

て いる 。隠岐生態系の成り 立ち の経緯を「 隠岐ジオ パーク ガ イ ド ブ ッ ク 」

（ 以下「 ガ イ ド ブ ッ ク 」） よ り 以下に抜粋する 。

図 隠岐生態系- 2 の成り 立ち
出典） 隠岐世界ジオ パ ー ク 推進協議会 HP

ｵｵｲﾜｶｶﾞ ﾐ
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八百杉 乳房杉 かぶ ら 杉 次点： 大山神社の杉

図 三大杉- 4 と 次点

ま た 、 自然回帰の森には約 800 本の天然ス ギが生え て お り 、 こ れら は
オ モ テ ス ギと ウ ラ ス ギの中間的な特徴を 持つ と の こ と であ っ た 。 通常、

ス ギの巨木林と いえ ば社寺林など で下か ら 見上げる 場合がほと ん ど だ が、

こ こ では横（ ある いは上） か ら 眺める こ と ができ 、 壮観であ っ た 。

４ ． 隠岐最大のト ン ボ池・ 油井の池

油井の池は島後の西部に位置し 、 大規模な地すべ り に よ っ て で き た直

径約 250m の池であ り 、1970 年代頃ま では周辺部で稲作も行われて いた
と の こ と であ る 。 池の中央部はオ オ タ チ ヤナギや湿生植物の生え る 浮島

と なっ て いる が、 そ の下は底なし 沼で 、 近年実際に沼に はま っ て し ま い

危う く 難を 逃れた人も いた そ う であ る 。 ま た 、 池の底は海に繋がっ て い

る と の言い伝え も ある と 伺っ た 。

現在は貴重な動植物の生息・ 生育環境と なっ て お り 、 特に隠岐最大の

ト ン ボ池と の こ と である 。 ガ イ ド ブ ッ ク に よ る と 、 隠岐で確認さ れて い

る ト ン ボが 56 種である のに対し 、 油井の池では 33 種のト ン ボが確認さ
れて いる 。 こ れは隠岐で見ら れる ト ン ボの約 6 割（ 止水性の種に限れば
7 割以上） を 油井の池だ けで観察でき る と い う こ と で ある 。
時期と 天候のせいも あ り 、 残念ながら 当日は一匹のト ン ボも 見る こ と

はなか っ た が 、 繁殖・ 産卵場と なる 水草や抽水植物が繁茂し 、 周辺に は

成虫の生息場所と なる 森林環境も広がる こ と か ら 、 こ れら の ト ン ボ相の

多様性が確保さ れて いる も の と 考え ら れた 。

図 油井- 5 の池
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５ ． 隠岐最大の哺乳類はウ サギ

隠岐に はイ ノ シシやシカ の よ う な大型哺乳類は生息せず、 中型哺乳類

に つ いて も キ ツ ネやタ ヌ キはいない た め 、 最大の哺乳類はウ サギ （ オ キ

ノ ウ サギ ） と の こ と であ る 。 なお 、 知夫里島に現在た く さ ん生息し て い

る タ ヌ キは、 元々飼っ て いた も のが逃げて増殖し た も のである 。 以前、

島後でも タ ヌ キの移入があ っ た そ う だ が 、 近年は確認さ れて いない と の

こ と であ っ た 。

ま た 、 隠岐を 代表する 岩石の一つ である

黒耀石は、 古代よ り シ カ の角を 使っ て 剥離

さ せながら 加工する と の こ と であ っ た 。 隠

岐に シ カ はいないのでは？と 思っ た が 、 そ

こ は古く か ら 人と 物の行き 来が行われて い

た隠岐であ り 、 交易に よ り シ カ の角の入手

は可能であっ た そ う だ 。

６ ． 久見のア シカ 猟

島後の北西に位置する 久見港は、 かつ て は竹島への出航港であ り 、 ア

シ カ 漁が行われて いた と の こ と であ る 。 当地のマ ン ホールのデザイ ン に

も ア シカ が用いら れて いた そ う だ が、 残念ながら 見落と し て し ま っ た 。

前項で 「 隠岐最大の哺乳類はオ キ ノ ウ サギ 」 と 書いた が、 約半世紀前

ま では隠岐に おける 最大の哺乳類はニ ホン ア シ カ であ っ た だ ろ う 。 本種

は明治～大正期の乱獲等に よ り 減少し 、1950 年代頃ま では竹島での生息
情報があ っ た が、 現在では絶滅し た も の と 考え ら れて いる 。

なお 、「 改訂し ま ねレ ッ ド デー タ ブ ッ ク 2014 動物編」 に よ る と 、 同じ
く 絶滅種と さ れて いる ニ ホ ン カ ワ ウ ソ は隠岐に は分布し て いなか っ た よ

う だ 。 本種は各地に伝わる 河童伝説のモ デル と し て 有名だ が、 河童伝説

の多い隠岐に はいない こ と に なる 。

当地ではニ ホン ア シ カ は別名「 メ チ（ ミ チ ）」 と 呼ばれる 。 調べてみる

と 、全国ではほかに も「 ウ ミ ウ ソ 」 や「 ウ ミ カ ブ ロ 」 と い う のがあ っ た 。

前者はそ のま ま 「 海のカ ワ ウ ソ 」 で あ り 、 後者は「 海禿」 と い う 佐渡に

伝わる 妖怪である 。 ま た 、 東北地方など では河童のこ と を 「 メ ド チ （ メ

ド ツ ）」 と 呼ぶ地域がある 。同じ 日本海の島国である 佐渡島に おいて ア シ

カ が妖怪のモ デル と なっ て い る こ と や、 同じ ズ ーズー弁を 使う 東北地方

における 河童「 メ ド チ 」 の響き が「 メ チ 」 に 通ずる も のがある こ と か ら 、

隠岐の河童の正体はニ ホン ア シ カ だ っ た のでは？と 想像さ せら れた 。 な

お 、 島後に おける 河童伝説の位置を みる と 、 河口付近のも のも 多いが、

中流付近に も 分布が見ら れる 。 河口付近に つ い て は迷入があ り え そ う だ

が、 中流付近につ いて は、 かつ て遡上が可能であ っ た のか疑問が残る 。

図- 6 シ カ の角で加工し た
黒耀石の矢じ り
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図 島後- 7 の河童伝説位置図

地図出典： 国土地理院電子国土 Web

図 河童公園- 8 の カ ッ パ像

（ 以前に撮影）

７ ． おわり に

今回の視察では、 ガ イ ド の方々に大変お世話になっ た 。 初めて訪れる

場所も そ う で ない場所も あ っ た が、 ガ イ ド の有無に よ っ て 得ら れる 情報

量が大き く 異なる こ と を 改めて実感し た 。 説明看板等の台座に用いら れ

て いる 石への こ だ わり など 、 通常であれば気に も 留めないよ う な事柄か

ら 、 カ ニ の上手な食べ方など の生活の知恵（ ？） ま で 、 説明内容は臨機

応変かつ多岐に渡り 、 大変興味深かっ た 。

自然回帰の森の登山後に 、 ガ イ ド の方が 「 隠岐は交通の便が悪く 、 観

光客の増加がなかなか難し い 。 現在、 自然回帰の森に訪れる 人は、 少な

いながら も 、本気でやっ て 来る 人（ ＝自然環境への意識も 比較的高い人）

だ と 思われる 。 観光客は増え て ほし いが、 そ の一方で 、 不特定多数の人

が不注意に足を 踏み入れる よ う なこ と に なる と 、 自然環境への悪影響が

懸念さ れる こ と も あ る 。 痛し 痒し だ 。」 と い う よ う なこ と を 仰っ て いた 。

ジオ パーク に限ら ず、 自然公園やラ ム サール登録湿地など でも 、 地域

資源の保全と そ の適正利用と のバラ ン ス や棲み分けは重要な課題である 。

ま た 、 本来は保護・ 保存を 目的と し て い る 世界遺産登録地において も 、

結果と し て観光地化が進み、保護と 観光のあ り 方が問題視さ れて久し い 。

持続可能な保護と 活用を 図る た めに は、 国内外の先駆的な事例を 参考に

し ながら 、地域の多様な主体が地域資源の価値や将来像を 共有し 、連携・

協働し た取り 組みを 地道に進めて い く こ と が重要である と 考え ら れる 。
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● 福河童大明神
● 八郎淵の 河童

● 河童淵の河童
竜 ヶ淵 の 河童 ●

ゴ トの 河 童 ●

壇鏡滝の 河童 ●

● 新堤 の 河童

◎地下淵 の 河童
（詳細位置不明 ）
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